
科目シラバス 年度

■科目基本情報

■科目詳細情報

第 17 週
卒業制作展【サウンド分野卒業制作展】

本番

第 15 週
卒業制作展【サウンド分野卒業制作展】

リハーサル(1回目)

第 16 週
卒業制作展【サウンド分野卒業制作展】

リハーサル(2回目)

第 13 週
卒業制作展の制作実行⑨

制作修正・リスケリング

第 14 週
卒業制作展の制作実行⑩

リハーサルに向けての準備事項確認

第 11 週
卒業制作展の制作実行⑦

運営移行に向けてのbrushup

第 12 週
卒業制作展の制作実行⑧

運営のスタート

第 9 週
卒業制作展の制作実行⑤

制作の進捗を報告・問題点の解消

第 10 週
卒業制作展の制作実行⑥

制作のbrushup

第 7 週
卒業制作展の制作実行③

企画・制作したイベントの準備

第 8 週
卒業制作展の制作実行④

企画したイベントの開催

第 5 週
卒業制作展の制作実行①

制作の進捗報告・問題点を解消

第 6 週
卒業制作展の制作実行②

本番想定しイベントを企画

学生から計画案の提出をうけ、討議

第 3 週
卒業制作展の企画立案③

実施会場の折衝、タイムスケジュールの作成、予算の検討

第 4 週
卒業制作展の企画立案④

実施会場の折衝、タイムスケジュールの作成、予算の承認

参考文献・資料 各種展示会の実施要綱

履修上の留意点 特になし

授業計画

第 1 週
卒業制作展の企画立案①

卒業制作展の概要発表。（概要書の配布）

第 2 週
卒業制作展の企画立案②

100%

計画プランや作業報告のレポート提出点60%、平常評価点40%で配分する。平常評価は受講態度、学習意欲で判定。

授業外における学修 課題作成で使用する素材の検索、調査、撮影、録音、記録をおこなう

教科書・教材 なし

0% 課題評価 60% 平常評価 40% 合計

授業方法 実際のイベント制作の進行を模してた会議形式(ディスカッション)の実習。

実務家教員による
実践的教育の内容

実際に産業界で実施されている展示会やイベント等実際に産業界で実施されている展示会やイベント等の制作進行と同
じように、時間、人、金を管理する。

多種イベント出演等、外部からの出演のオファーなどを行いアテンドする

成績評価方法

筆記試験
定期試験 0%

筆記試験
小テスト 0% 実技試験

連携企業等 COMING KOBE実行委員会、株式会社パインフィールズ

授業概要
年度末の「卒業制作展」にむけて、個人、グループで作品を作成し対面やWEB等で発表をする機会を設ける。自身の作品
を定期的に出展することは継続した創作活動をする上で不可欠なものであり、その際の評価がさらなる創作の意欲につ
なげていく。

到達目標
イベントや制作の企画・計画を立ててその通りに準備できるようにする。進行途中で関わりのある人達とのディスカッショ
ンを経てコミュニケーション力を身につけ、年度最終日(2月2週目土曜日)にてサウンド分野卒業制作展を開催し運営を行
う

教員の実務経験 有：実務経験のある教員による授業科目 実務経験職種 イベント制作・PA・照明・舞台

企業等連携授業 該当する
職業実践専門課程
の企業等連携科目

該当する

後期

必修/選択区分 必修 授業形態 演習

担当教員 宗行　悟史

2025

科目名 卒業制作 科目コード 2520

授業時間/週 3 時間/週 年次 2年 学期


